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第２次鶴岡市総合計画（構成素案） 

 

基本構想 編 

 

 
第１ はじめに 

 １ 計画策定の趣旨 

 ２ 計画の構成と期間 

  （１） 基本構想 

  （２） 基本計画 

  （３） 計画期間 

３ 前計画の策定からこれまでの経過 

４ 計画の背景と課題 

 

 

第２ めざす都市像とまちづくりの基本方針 

 １ めざす都市像 

『 毎日、おいしい。くらし、やさしい。 

 

 

※伝統を大切にしながら、新しい文化の創造をめざすまち、鶴岡※  』 

 

 

 ２ まちづくりの基本方針 

   ・ 『 ※官民協働を推進します※          』 

 

・ 『 ※少子高齢化社会に対応します※       』 

 

・ 『 ※６つのふるさとの持続的発展をめざします※ 』 

 

 

 

企画専門委員会で検討中 

企画専門委員会で検討中 

当日資料３－１ 



2 

 

第３ 施策の大綱 

１ 地域の生活環境を保全し、一人ひとりの心が通い合い、お互いを見守り、支え合

い、安心して暮らしていける地域コミュニティを構築します 

２ 市民一人ひとりが生涯を通じて安心して健やかに暮らすことができる健康福祉社

会を形成します 

３ 歴史と伝統に育まれた優れた文化のもと、ふるさと鶴岡を愛する、いのち輝く人

間の育成に向けて学びや体験ができる環境を整えます 

４ 人が集いチャレンジできる資源・経済循環型の魅力ある農林水産業、農山漁村を

形成し、農林水産業の産出額のさらなる拡大と農林水産業者の所得向上を目指し

ます 

５ 市民の暮らしを潤す力強い産業を振興するとともに、地域経済を支える人材を育

てながら、新しい時代の交流を図り、多くの人をひきつける地域をつくります 

６ 地域の生活や活動を支える基盤を整え、交通・情報のネットワークの充実と住環

境の循環により、市域内外の交流を拡大します 

７ 各地域固有の特性や地域資源を最大限に生かし、地域住民が誇りと愛着を持ち、

安心して暮らし続けることができる地域づくりを行います 

 

 

第４ 計画の指標 

１ 人口と世帯 

（１） 総人口 

（２） 年齢別人口 

（３） 就業人口 

（４） 世帯 

２ 土地利用 

（１） 農用地 

（２） 森林地域 

（３） 海岸部 

（４） 市街地 

（５） 工業用地 

（６） 低未利用地 

 

 

第５ 計画の推進方針 

１ 対話と協働による政策推進 

２ 効果的で効率的な行財政運営 



3 

 

 

基本計画 編 
 

第１ 基本計画の内容 

１ 地域の生活環境を保全し、一人ひとりの心が通い合い、お互いを見守り、

支え合い、安心して暮らしていける地域コミュニティを構築します 

２ 市民一人ひとりが生涯を通じて安心して健やかに暮らすことができる健康

福祉社会を形成します 

３ 歴史と伝統に育まれた優れた文化のもと、ふるさと鶴岡を愛する、いのち

輝く人間の育成に向けて学びや体験ができる環境を整えます 

４ 人が集いチャレンジできる資源・経済循環型の魅力ある農林水産業、農山

漁村を形成し、農林水産業の産出額のさらなる拡大と農林水産業者の所得

向上を目指します 

５ 市民の暮らしを潤す力強い産業を振興するとともに、地域経済を支える人

材を育てながら、新しい時代の交流を図り、多くの人をひきつける地域を

つくります 

６ 地域の生活や活動を支える基盤を整えるとともに、交通・情報ネットワー

クをさらに充実させて市域内外の交流を拡大します 

７ 各地域固有の特性や地域資源を最大限に生かし、地域住民が誇りと愛着を

持ち、安心して暮らし続けることができる地域づくりを行います 

 

第２ 基本計画の取組方法 

１ 未来創造のプロジェクトの設定  

２ PDCAサイクルによる計画の進行管理 

（１） 「未来創造のプロジェクト」について 

・若者・子育て世代応援プロジェクト 

・未来先導型農業プロジェクト 

・食文化創造プロジェクト 

・知的産業イノベーションプロジェクト 

・城下町つるおかリブランディングプロジェクト 

・思いやりと心かよう行政プロジェクト 

 

 


